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ＮＨＫ裁判支援ニュース 
 

１．今年は、いよいよ正念場！ 
 
   ２年前の２０１６年７月、宮内正厳さんが原告となり、“放送法遵守義務確認等 

請求事件”としてＮＨＫを奈良地裁に提訴しました。その後、集団訴訟で同様の
訴えを奈良地裁に起こしました。第１次集団訴訟（２０１６年１２月 ４５名）、
第２次集団訴訟（２０１７年３月 ５８名）、第３次集団訴訟（２０１７年９月  
２２名）、合計で１２６名の原告団となりました。公共放送を視聴者・市民に取り
戻す歴史的な裁判に勝利するためには、大きな原告団をつくることが大切ですが、
お蔭様で多くの方々に原告団に参加いただきました。 
 
先行している宮内さんと第１次集団訴訟（裁判長の判断で併合）で、被告ＮＨ

Ｋは、原告が提起している“放送法遵守義務確認等請求事件”は、裁判する値打
ちがない（訴えの利益がない）と主張しています。これに対し、原告弁護団が反
論し、ＮＨＫは再主張がしづらい状況になっているようですが、裁判長は、被告
に原告の主張に反論するよう再三促しています。 

  また、裁判長は、原告がＮＨＫの放送法違反の放送により権利を侵害された訴
えに対し、裁判を起こした時点での放送法違反の事実を明らかにするよう原告に
求めています。 

 
  原告弁護団は、昨年１２月、最高裁のＮＨＫ受信料に関する判決に関し今回の
裁判との関係に関する見解表明や原告が受けた権利侵害に関する陳述（原告アン
ケート実施）等を引き続き行う旨を述べています。今後は、３つの裁判を併合す
ることや証人喚問を裁判所に求める等努力を続けて参ります。 

 “ 
２．弁護団の増員 
 
   いよいよ正念場を迎えている裁判に最善を尽くすため、弁護団が増強されまし

た。今までは、７名の弁護士で構成されていましたが、今治周平（いまじしゅうへい） 

  弁護士を迎え８名の弁護団で対応して参ります。 

 
３．裁判（口頭弁論）の日程 
 

宮内訴訟・第１次集団訴訟（原告４６名）の第７回口頭弁論 

     ・日時 ２０１８年２月２６日（月）１１時 

   ・場所 奈良地裁大法廷（傍聴席 ７０名）  

    裁判終了後、裁判報告会及び講演会を大和ビルで開催します。講演会は、白井

啓太郎弁護士が「ＮＨＫ受信料訴訟の最高裁判決」についてポイントをわかりや

すく説明します。 
 

第２次集団訴訟（原告５８名）の第４回口頭弁論 

・日時 ２０１８年２月２８日（水）１４時 

   ・場所 奈良地裁２０１号法廷(傍聴席 ２４名)  

   
第３次集団訴訟（原告２２名）の第２回口頭弁論 

   ・日時 ２０１８年２月２６日（月）１３時３０分 

   ・場所 奈良地裁２０１号法廷(傍聴席 ２４名) 

    

               以上 

 

 

 


